
  
 

 

 

2026年 7月 28日 

 

―報道関係者問い合わせ先― 
武蔵大学 広報部  担当︓増田・丹野（ますだ・たんの） 

TEL︓03-5984-3813    E-mail︓pubg-r@sec.musashi.ac.jp 

第 81回 公開講座 教育の最前線 
9月 5日(土)から三週連続開催 

 
武蔵大学（東京都練馬区／学長 髙橋徳行）は、本学の教授をはじめとした講師陣による第 81 回公開講座

「教育の最前線」を 3 日に渡って開催します。第 1 回では教育アナリストの井上 修氏、第 2 回ではさいたま市立大
宮国際中等教育学校教諭の青柳 紗香先生、第 3 回では武蔵大学副学長の東郷 賢教授が登壇します。どなた
でもご参加いただけますので、ぜひご参加ください。 
 
講座概要 
会 場 ：武蔵大学 １号館地下１階 1002教室 ※オンライン受講はございません。 

日 時 ：[全 3回] 13:30~15:30 
【第 1回】 9月 5日（土） 中学受験の最前線と高大連携…2027年問題をふまえて 
       講師︓井上 修 〈教育アナリスト〉 
【第 2回】 9月 12日（土） 国際バカロレアの可能性～歴史と TOK～ 
       講師：青柳 紗香 〈さいたま市立大宮国際中等教育学校教諭〉 
【第 3回】 9月 19日（土）ロンドン大学学位取得者 60名の進路 
         講師：東郷 賢 〈武蔵大学副学長〉 

 

■お申込み  
定 員 ：250名（先着順） 
参 加 費 ：[全 3回分] 
2,000円（一般）、500円（武蔵大学在学生父母、武蔵学園卒業生）、 
無料（高校生、在学生*） 
*在学生とは、武蔵大学の学生、大学院生、科目等履修生、研修生、練馬区特別履修生を指します。 

申込方法：2026年 8月 23日（日）まで 
【PC専用申し込みサイトよりお申し込み】  
https://web.634.co.jp/ 
【FAX、メール、郵送によりお申し込み】 
次の①～⑥を明記のうえ、下記アドレス・住所に送信（郵送）してください。 
①第 81回公開講座「教育の最前線」 
②氏名（フリガナ） ③郵便番号・住所 ④電話番号 ⑤FAX番号（ある方） 
⑥申込区分（一般、本学在学生父母、本学園卒業生、本学在学生、高校生） 

申込先・お問合せ︓ [武蔵エンタープライズ] ※講座当日は会場対応のため閉室  

〒176-8533 東京都練馬区豊玉上 1-26-1（武蔵大学内）  
Tel︓03-5984-3785 Fax︓03-5984-3787  
E-mail︓direct@634.co.jp URL︓https://web.634.co.jp 
 

https://web.634.co.jp/
mailto:direct@634.co.jp
https://web.634.co.jp/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■武蔵大学 日本で初めてリベラルアーツ教育を行った旧制高等学校がルーツ 
〔アクセス：西武池袋線「江古田駅」から徒歩 6分〕  

武蔵大学のルーツは、東武鉄道や東京地下鉄道（現東京メトロ）など多くの鉄道事業に携わり「鉄道王」と呼ばれた根津
嘉一郎（初代、1860～1940）が、1922（大正 11）年に私財を投じて創立した日本初の私立七年制の旧制武蔵高
等学校。戦後の学制改革により、1948（昭和 23）年４月に新制武蔵高等学校、翌年に新制武蔵大学、新制武蔵中
学校が開設され、学校法人根津育英会武蔵学園として現在に至る。一年次から 4 年間のゼミナール（小規模で対話型の
授業を含む）が必修で「ゼミの武蔵」といわれる。 
2020年3月には、ロンドン大学と武蔵大学とのパラレル・ディグリー・プログラムにおいて初のロンドン大学学位取得者を輩出、
グローバル教育の更なる発展に力を注いでいる。 
2022年 4月、学園創立 100周年を迎えたこの年に、新学部となる国際教養学部を開設し、経済、人文、社会、国際教
養の 4学部 9学科となった。 
2027 年 4 月には、データサイエンス系の新専攻として「情報社会デザイン専攻」と「ビジネスデータサイエンス専攻」設置を予
定している。 
 
建学の三理想 

1. 東西文化融合のわが民族理想を遂行し得べき人物 
2. 世界に雄飛するにたえる人物 
3. 自ら調べ自ら考える力ある人物 
 
学長 髙橋 徳行  〒176-8534東京都練馬区豊玉上 1-26-1 
 





第 74 回
公開講座

中学受験の最前線と高大連携…2027年問題をふまえて

講師：井上 修 〈教育アナリスト〉
9/5（土）

国際バカロレアの可能性～歴史とTOK～

講師：青柳 紗香 〈さいたま市立大宮国際中等教育学校教諭〉
9/12（土）

【講演者】 あおやぎ さやか…私立高校2校、県立高校2校の

勤務を経て2022年から現任校に勤務。バラエティ豊かな学

校に勤務したことで、様々な生徒・同僚・授業と出会う。

さいたま市立大宮国際中等教育学校では、1期生のDP歴史と

進路指導に関わる。その後DPで学ぶコースである、Global

コースのコーディネーターに就任し、現在はDP歴史及びTOK、

公共を担当。

【講演内容】 「歴史の授業・歴史教育」という時、どのようなイ

メージをお持ちですか。もし「用語の暗記」「先生が楽しそうに

話しているのを聞く」というイメージをお持ちなのであれば、

この講座がそのイメージを変えるのに役立つかもしれません。

歴史教育の最前線について、国際バカロレアプログラムを例

にしながら紐解きます。

ロンドン大学学位取得者60名の進路

講師：東郷 賢 〈武蔵大学副学長〉
9/19（土）

【講演者】 とうごう けん…武蔵大学副学長。専門は開発経済

学。主な研究テーマは経済成長。2015年ロンドン大学の学士

号を取得できるパラレル・ディグリー・プログラムを始める（日

本初）。2014年東京大学公共政策大学院非常勤講師。主な著

作として、阿部浩己、鈴木エイト、東郷賢、永田浩三（2024）

『現代ニッポンの大問題 メディア、カルト、人権、経済』 あけび

書房。

【講演内容】 日本の大学の「国際化」はどのくらい進んでいる

でしょうか？ 武蔵大学で行っているロンドン大学とのパラレ

ル・ディグリー・プログラム（PDP）は、2015年度にスタートし、

既に7期生が卒業しています。ロンドン大学の学位取得者も累

計で60人に至り、昨年はLSEの大学院へ直接進学した学生さ

んも現れました。学位取得者の進路をご紹介しながら、プログ

ラムの「革新性」についてお話しします。

お申し込み・受講に関するご案内

スマートフォン、 PC等からは
以下よりお申し込み下さい FAX、メール、郵送によりお申し込み 下記の①～⑥を明記の上、申し込み先まで送信(郵送)

①第81回公開講座｢教育の最前線｣ ②氏名（フリガナ） ③郵便番号・住所 ④電話番号
⑤FAX番号（ある方） ⑥申込区分（一般、本学在学生父母、本学園卒業生、本学在学生、高校生）
※本学在学生とは、武蔵大学の学生、大学院生、科目等履修生、研究生、練馬区特別履修生を指します
※本学園卒業生とは、武蔵大学、大学院、武蔵高等学校・中学校の卒業生を指します

●個人情報の取り扱いについて
武蔵大学公開講座受講者の個人情報は、本学の個人情報保護指針に
従って厳重に管理し、武蔵大学公開講座の運営並びに本学からの各種
講座のお知らせ及び統計的集計を行う目的以外に使用することはあり
ません。各種講座の案内送付は、当該業務の委託を受けた業者（以下
「委託業者」という。）において行います。武蔵大学公開講座受講者の個
人情報は本学が明示する用途のみに使用し、委託業者にはその委託業
務を越えた利用はありません。また、委託業者に対しては、個人情報が、
漏洩・流出することのないよう厳重な管理を義務づけます。今後、本学
からの各種講座の案内を希望されない場合は、お手数ですが、武蔵大
学・大学庶務課（03-5984-3713）までご連絡ください。

お問い合わせ
お申し込み先

(株)武蔵エンタープライズ （講座当日は会場対応のため閉室しております）

〒176-8533 東京都練馬区豊玉上1-26-1（武蔵大学内） TEL：03-5984-3785
FAX：03-5984-3787 E-mail：direct@634.co.jp URL https://web.634.co.jp

●注意事項
（ア）いったん納入された受講料は原則お返しできません。
（イ）やむを得ない事情により、講師の変更、講義を延期または中止することがあります。
（ウ）緊急（休講等）の連絡をすることがありますので、申し込み後、住所あるいは電話番号等の

変更があった場合には、速やかにご連絡ください。
（エ）本学には駐車スペースがありませんので、お車・バイク等でのご来場はご遠慮ください。

※本学在学生、高校生の方は、当日学生証または生徒証をお持ちください。
※お申し込み時点で定員に達している場合は、こちらからご連絡いたします。
※携帯電話でメールを送る場合、ドメイン指定受信をしている方は、申し込み先アドレスを受信するドメインに設定してください。
※お申込後、「受付票」は8月25日以降に発送いたしますので、当日お持ちください。

【講演者】いのうえ おさむ・・・1967年生まれ。91年横浜国

立大学卒業。同年日能研入社。中学受験雑誌「進学レーダー」

編集長、入試情報室室長などを経て、現在は茗溪学園校長補

佐。同時に教育アナリスト、神奈川歯科大学特任教授、東京農

業大学客員教授等

【講演内容】 2027年は、大学、私立・公立の中高、インターナ

ショナルスクール、そして海外校の開校などを含めて大きく国

際化する年。その実際と今後大きく変化しそうな中学受験、そ

して近年非常に活発となっている中高一貫校と大学との連携

の具体について、実例をもとにして役立つ情報をお話しします。
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